
表１ グループの中心位置（ソフトウェア工学） 

表３ グループ毎の授業評価および有意水準（ソフトウェア工学）

表２ グループの中心位置（データベースの実際） 

表４ グループ毎の授業評価および有意水準（データベースの実際） 

受講者の特性を加味した授業評価の解析と考察 
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１. 背景と目的 
 米国の大学では学生に対するアンケートを通して授業
評価するケースが一般的になりつつある．わが国でも同様
な授業評価の形態が普及しつつあるが，学生のアンケー
トに対する評価責任の意識が薄く，単純なアンケート集計
では信憑性に欠ける．そのため，学生の性格や，やる気，
自立性等にしたがって学生をグループ分けし，それらのグ
ループごとに授業評価を見る必要性に迫られている． 
 本研究は，このようなグループごとの評価を多変量解析
(因子分析とクラスター解析)を用いて行うことを目的として
いる．同時に授業によってグループ分けが異なることが予
想されることから，授業ごとにどのようなグループが形成さ
れるかの差異を分析し，授業で主対象とするグループや，
対象グループごとに特に留意するべき授業評価項目を明
らかにする． 
 
２． 評価分析の内容と手順 
 以下の手順で評価分析をする． 
（1）アンケート集計 
 今回は｢ソフトウェア工学｣と「データベースの実際」の２
つの講義において学生個人の｢考え方や性格｣に関する３
４項目の質問と，「授業内容」に関する４０項目の質問の２
種類のアンケート（ソフトウェア工学：５７人，データベース
の実際：５６人）を集計し，各項目ごとに合計，平均，分散
を算出する． 
（2）因子軸の抽出 
 「因子分析」により，｢考え方や性格｣に関するアンケート
の３４の質問から６個の因子軸に集約し，負荷量を参考に
してそれらに名前をつける． 
（3）グループ分け 
 （2）の結果を基に｢クラスター分析｣の「k-means 法」を行
い、サンプルを５つのグループ(クラスター)に分類する． 
（4）比較 
 （3）で分類したグループごとに「授業内容」に関する４０
項目に関して異なる評価をしているか否かをＴ検定を用い
て明らかにする．それらを用いて２つの講義におけるグル
ープの特徴を考察する． 
 
３． 分析結果 
因子空間に置かれた各グループの中心位置(概算値)
は表１，表２に示す通りである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループの授業評価で差異を生じた項目の主な項目を
表３，表４に示す．グループ名の下の値は各グループのア
ンケートに対する評価の平均である. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４． 考察 
 グループによって授業評価は様々だったが，今回の結
果からはデータベースの実際では好奇心が強く，プライド
の高いインディジョーンズグループが他のグループに比較
して高い評価をしている．一方，ソフトウェア工学では，世
渡り上手でなく，刹那的快楽が高いゴレンジャーグループ
が，高い評価をしている．単純集計ではこのようなグルー
プ毎の評価はできない．ソフトウェア工学とデータベース
の実際では評価するグループに差異があり，グループの
特徴も異なることが判明した． 
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